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SMIRKのポリシー&SMIRKの店舗編 
SMIRKの店舗は、「無駄にしない事、使える物・良い物は修復しながら
使えるまで使うこと」と「自分達で出来ることは、出来るだけ自分達でや
ること」をモットーにDIYをして修復しました。夏の暑い中の解体作業は
大変でした。しかし自分達で調整し何度も調整し直しながら時間をかけた
結果、古い物が蘇り新しい物にはない趣きと輝きが生まれました。そして
コストもゴミも、最小限ですませる事ができました。 

SMIRKの無駄に
しない考え方 



SMIRKは、使える物
は出来るだけ使うを
モットーに 
SMIRKは、野菜や果物を使ったメニューがあ
ります。このメニューに使用している素材は
果肉・皮・種など隈なく使い切るよう努力し
ています。まだ、全種類を隈なく使用までで
はありませんが、レモン・かぼちゃなどは、
ヘタ以外は、全て使用しています。今後は全て
使用出来る素材を使用し、使い切り、その後のサ
イクルを考えたメニュー展開を考えています。 

今後の予定としては、「りんご・ゆず」を予定し
ております。SMIRKのポリシーの上、商品展開し
ていきたいと思います。お楽しみに・・・ 

SMIRKの販売袋は、 
オープン当初から紙袋を使用してきました。見た
目だけではなく、焼き上がりすぐにビニール袋に
入れると状態が悪くなる事もあり、ワックスペー
パーに紙袋です。(食パンなどビニール袋有)丈夫な
紙袋という事もあり一部のお客様が再度紙袋を持
参していたのをきっかけに紙袋のリユース化とポ
イント袋がはじまりました。 

500円以上ご購入でポイント袋を持参して頂いた
方には、ハンコが増えていきます10個集めるとプ
レゼントがあるポイント袋です。 

始めてから約1年程になりますが、多くの方が再利
用していただいてます。ありがとうございます。 

SMIRKからお客様へ 

リユース&ポイント袋に切り替えたことで、コスト
削減と顧客サービスが可能になりました。お客様
のご理解とご協力の結果だと思います。ありがと
うございます。今後ともよろしくお願いします。 

SMIRKの今後 

SMIRKの袋は、紙袋ですが、食パンなどの日持ち
する商品には、ビニール袋を使用しています。ま
た、プラスチックからできている製品も、ビニー
ル袋以外にも、ビニール手袋・ドリンクカップ・
ストローなどたくさん使用しています。 

マイクロプラスチック問題などプラスチックはよ
くないという風潮ですが、大事なことは、「使い
捨ての量を減少させること」と「ポイ捨てをしな
いように意識すること」と「再利用方法を考える
こと」と考えます。SMIRKの今後は、このプラス
チック製品のビニール袋・他をリユースする方法
や素材の変更などを考えていきたいと思います。
よろしくお願いします。

写真は掲示板の、リユース&ポイント袋
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